






1.はじめに

　先天性胆道閉鎖症は,小児外科領域における最も治療困難な疾患の 1 つであ

るが,最近,外科療法の進歩により多数の黄疽消失,長期生存例がみられるよう

になった。

　しかしながら,術後に肝硬変や門脈圧亢進症が発現,進展し,これら長期生存

例の中に予後不良なものが少くないことが判明した。本症患者の予後改善のた

めには肝線維化完成前における早期診断と適正確実な手術施行のほかに,術前

から術後長期間にわたる適切な患者管理が不可欠である。


